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東北大学から
世界へ

東北大学の目指すグローバル人材像
東北大学の国際化の取り組み



1. 大学の国際化のためのネットワーク形成推進事業
教育の国際化で優秀な留学生を獲得 2009-2013年度

2. グローバル人材育成推進事業 2012-2016年度

日本人学生の海外留学を促進・拡大
3. スーパーグローバル大学創成支援事業2014-2023年度

包括的な大学の国際化

すべてに採択された唯一の
国立大学として世界が注目

東北大学の国際化の歩み



■国際学士コース（理・工・農）
■国際大学院コース
■英語による交換留学プログラム
■国際共同大学院
■グローバル入試
■国際混住寮
■グローバルリーダー育成プログラム
■派遣留学の拡大
■国際共修ゼミ

留学生数
増加

国内学生の
グローバル化

東北大学のグローバル教育の歩み
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TGLプログラム

東北大学グローバルリーダー育成プログラム
(Tohoku University Global Leader Program)



東北大学グローバルリーダー育成プログラム

行動力

海外経験

国際
教養力

語学力・
コミュニ

ケーション力

専門基礎力

（Tohoku University Global Leader Program）

TGLプログラム
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国際教養力：
物事やプロセスを多角的に捉える力

コミュニケーション力：
自身の考えを分かりやすく伝え、相手の考えを理
解しようとする力

語学力：
実践的な外国語能力を発揮できる力

行動力
自ら主体的に学び、問題解決に向けて動く力

TGLで育成するグローバル人材力
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TGLポイント＆リーダー認定

詳しくはグローバルラーニングセンターHPで確認

「東北大学 TGL」で検索！



グローバルリーダー認定証
認定者には東北大学総長より認定証を授与

イベント等での体験談の発表や、広報誌への掲載、各種取材対応など、
東北大学を代表する学生として活躍

11

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
新たに追加したスライド



充実の

海外派遣
プログラム

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
東北大学では、様々な海外留学プログラムを提供しています。
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学生のニーズ、学修計画、国際習熟度にあわせ
多彩なプログラムを提供



スタディアブロードプログラム (SAP)

留学先：7ヶ国・地域 14プログラム（2019年度）
アメリカ （カリフォルニア・コロラド・ハワイ・ニューヨーク）、イギリス、
インドネシア、オーストラリア、カナダ、マレーシア、ベトナム

 夏休み(8-9月)・春休み(2-3月)に2～4週間の短期留学
 東北大学による手厚い財政支援（授業料の一部を支援）
 ほぼすべての学生に奨学金（6～8万円）を支給
 単位取得可
 多様なテーマのプログラムを提供
 全学生が対象（特に低学年に推奨）

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
研修先はＸＸＸＸ等となっています。
SAP・FLでは、手厚い経済的支援を行っており、プログラム費＝授業料のほとんどを大学が負担します。それに加え、奨学金が給付される可能性があります。
全学生が対象となっていますが、特に低学年に推奨しているプログラムです。





✔テーマ、地域で選べる
→テーマに沿って深くしっかり学ぶ
→フィールドワークが充実
→引率教員が学習をサポート

 夏休み(8-9月)・春休み(2-3月)に2～4週間の短期留学
 東北大学による手厚い財政支援（授業料の一部を支援）
 ほぼすべての学生に奨学金（6～8万円）を支給
 単位取得可
 全学生が対象（特に低学年に推奨）

教員引率型プログラム(FL)
留学先：６ヶ国 ６ プログラム（2019年度）
アメリカ （モンタナ）、カナダ（モントリオール）、ドイツ、スペ
イン、フランス、中国

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
FL＝Faculty led Programは、東北大学の教員が引率する2週間の海外体験プログラム
短期研修だがテーマに沿って深く学びたい学生向け
事前研修、現地研修、事後研修を通して引率教員が学習をサポート



年度 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019

参加者 30 44 81 83 121 275 295 301 375 361 383 351

国・地域 1 2 2 2 2 8 10 11 14 14 11 11

派遣機関 1 2 3 ２ ２ 12 16 16 20 20 20 18
プログラ

ム
1 2 3 3 ５ 18 21 19 22 22 22 20

短期海外研修参加者は年間約 350名！

プログラム数も年々増加中



学生がTGLプログラムに求めるのは
キャリアプランとの連動

35.7%

35.3%

62.3%

53.6%

22.2%

32.9%

38.6%

2.9%

0% 50% 100%

TGLプログラム参加を留学希望に連
動させることができる仕組み

GL認定を進学希望に連動させること
ができる仕組み

GL認定を就職活動に活かすことがで
きる仕組み

GL認定が成績証明書等に明示され
るような仕組み

GL認定が卒業式等、より広い機会で
表彰される仕組み

GL認定者の同窓会で社会で縦や横
の繋がりをもつことができる仕組み

企業やNPO/NGO等がもっとつながる
ことができる仕組み

その他

TGLプログラムニーズ調査(2021)

N=207TGLグローバルリーダー対象
インターンシップ留学

目的：グローバル社会の一端を体験することで自己のリーダーシップ観に
ついて考えを深め、キャリアプランに真摯に向き合い、プランの実現
に向けリーダーシップをブラッシュアップするためのスキルを修得する

対象：TGLプログラムグローバルリーダー認定学生（毎年約25名）
学部生または修士学生

時期：夏季または春季期間中の2～3週間
派遣先：未定・募集中！

案



交換留学

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
短期海外研修の経験を活かし、より長期にわたる留学を目指す学生には「交換留学」という制度を設けています。
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留学先選択の幅は非常に広い

大学間：
36ヶ国・地域 249機関

（2019年12月現在）

部局間：
64ヶ国・地域 494機関

（2021年1月時点）

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
2021年1月現在で、世界36カ国・地域の249機関と大学レベルで交流協定を、また部局レベルでは、64カ国・地域の494機関と交流協定を締結しています。

東北大学が協定を結んでいる世界トップレベルの大学の中には、日本ではまだ学問として確立していない分野や、専門的に研究されていないテーマを扱う大学、また専門をまたいだ学際的な研究・教育に取り組んでいる大学もあります。海外留学を通じて自分の興味のあるテーマの視野を広げ、異なる教育・研究環境で最先端の学びを得ることができます。
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交換留学先の
学費は不徴収

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
http://lovefreephoto.jp/blog-entry-2077.html



差額

約350万円

交換留学
（東北大学の学費/年）

正規留学
（UCBの学費/年）

（例）カリフォルニア大学バークレー校への留学

約54万円

約400万円
約８倍



東北大学基金
グローバル萩海外留学奨励賞
月6～10万円＋一時金（15～30万円）

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
グローバル萩は年間20～25名程度



入学前海外研修
High School Bridging Program

2014年3月 17名参加
2015年3月 15名参加
2016年3月 18名参加
2017年3月30名参加
2018年3月33名参加
2019年3月33名参加

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
東北大学にAO入試II期等で一足早く入学が決まった高校生を対象に、国立大学初の取り組みとして海外研修を実施しています。
2019年は、アメリカ・カリフォルニア大学リバーサイド校、アメリカ・ワイオミング大学で研修を実施
現地で授業を受講したり、現地の大学生との交流やホームステイ生活を通して異文化理解を深めました

【参考情報】
2018年実施プログラム対象入試
下記入学試験による平成30年度入学予定者（英語力不問）�・AO入試Ⅱ期（文学部・理学部・工学部・農学部・医学部・歯学部）�・科学オリンピック入試（理学部・工学部）�・国際バカロレア入試（文学部・理学部・工学部・農学部）



キャンパスがグローバル



留学生と国内学生が

共に学ぶ
キャンパス

東北大学の内なる国際化



東北大学では年間70科目を開講

国内の国立大学では最多！

国際社会の縮図

討論や課題
解決型プロジェクト

での協働



課外学習
東北大学イングリッシュアカデミー

Tohoku University English Academy（TEA）

語学試験
（TOEFL ITP/iBT等）

英語学習
カウンセリング

課外英語学習プログラム
2021年度後期よりリニューアル予定

https://www.insc.tohoku.ac.jp/japanese/global/tea/

https://www.insc.tohoku.ac.jp/japanese/global/tea/


学生主体のキャンパス環境整備

国際交流

IPLANET
TUSTEM
TUFSA

@home   etc



東北大学コネクテッドユニバーシティ戦略

コロナ禍で顕在化した社会の分断や
格差を越えてボーダレスかつ
インクルーシブに世界を繋ぐ

距離・時間・国・組織・文化・価値観
などの壁を越え、社会・世界と

ダイナミックに繋がる

サイバー空間とリアル空間の融合的活用を通して大学の諸活動を拡張

 オンラインを戦略的に活用した多様な
教育プログラムの機動的展開

 距離・時間・国・文化等の壁を
越えた多様な学生の受入れ推進

 オンラインと対面のベスト
ミックスによるインクルー
シブな教育環境の提供

 ポストコロナ時代のレジリエント
な社会構築に向けた研究推進

 国際共同研究コミュニティ形成と
若手研究者の活躍促進

 データ駆動型研究とオープンサイエン
スの展開

 データ活用による大学経営の
高度化

 ニューノーマル時代にふさわ
しい働き方への変革

 スマート・ホスピタルの創造

 不確実性が高まるポストコロナ社会
を見据え、変化する課題に迅速に対
応し社会価値を創出する機動的な産
学共創体制の確立

 地方創生・社会課題解決型研
究の新潮流への挑戦

 オンラインを活用した東北大
学コミュニティ形成の加速

 オンラインの訴求力・波及力
を駆使した戦略的広報の展開





コロナ禍でも足を止めない国際交流



ニューノーマル時代を見据えた国際教育の姿

コロナ禍における
新たな国際教育モデル構築

【今後】

ブレンデッドな
国際教育へ

【これまで】リアル空間 での国際教育 【現在】オンライン 国際教育の徹底強化

国内学生と留学生が同じ教室で
集い、学ぶ国際共修授業

短期～中長期の海外留学プログラム

・留学生向け国際コース教育
・日本語サマープログラム

・スタッフ常駐 留学生ヘルプデスク
・対面式 新入留学生オリエンテーション

オンライン海外留学
・オンライン短期派遣プログラム ・Virtual Exchange Program

オンラインで留学生と学ぶ
・オンライン国際共修

オンライン留学生教育
・国際コースオンライン入学前教育 ・オンライン日本語ショートプログラム

オンライン留学生支援
・オンラインヘルプデスク ・オンラインオリエンテーション



Be Global プロジェクト
 国際的な学生交流事業の停滞（海外派遣停止、留学生の減少、国際共修非アクティブ化等）によりコロナ禍で浮き彫りに
なった課題にいち早く挑戦し、グローバル人材を目指す学生への学修・生活を４つのユニットによる各取組で支援。

 ニューノーマルを見据えた本学の国際教育の新たな国際教育モデルを構築することで、サイバー空間とリアル空間の融合
的活用を通してボーダーレスかつインクルーシブに世界を繋ぐことを目指す。

オンライン海外留学

オンライン留学生支援

オンライン短期派遣プログラム
 2020年夏に米、アジアの2プログラムに

30名参加、学生満足度は９割
 2021年春４プログラムに拡充

Virtual Exchange Program
 国際大学間コンソーシアム(APRU)と
連携した「単位認定型プログラム」

 2020秋学期現在、本学学生６名が海外
協定校の授業を受講中

留学生オンラインヘルプデスク
 学生同士によるピア・サポート型
「ヘルプデスク」オンライン版を開始

 特別定額給付金の申請、国民年金シス
テム理解講座、Covid-19対応方法、
留学生帰国前手続きなど、なんでも
相談受付

オンラインオリエンテーション
 新入学の留学生向け「オリエンテー
ション」をオンラインで実施

 留学生向けの各種説明会も実施中

コロナ禍における新たな国際教育
モデル構築への取組（2020年4月～）

オンラインで留学生と共に学ぶ
オンライン国際共修
（国内先駆的取組）

 オンラインによる新しい形の「国際共修
ゼミ」を、北米３大学の留学生を招き
2020年１学期からスタート

 学生満足度もポジティブ
 ２学期は北米のほか豪州などからの
留学生も招き20クラスに拡充

 日本にいながら世界各国の留学生と
ともに学ぶ国際共修クラスを展開中

オンライン留学生教育
国際コースオンライン入学前教育
 国際学士コース入学予定者29名への
入学前教育をオンラインで実施

 入国困難な中、母国で基礎知識固めが
可能、学生満足度９割以上

オンライン
日本語ショートプログラム

 サマープログラム（TUJP）を2020年は
オンラインで2回(12月～)実施

 シンガポール国立大など海外有力校の
学生が参加予定

モンタナ大学との
Virtual Exchange Program

オンライン国際共修授業を
実施中の末松和子教授

（グローバルラーニングセンター）

国際学士コース
オンライン入学前教育 オンラインヘルプデスク



 国際大学間コンソーシアム
(APRU)と連携した「単位
認定型プログラム」

 2020秋学期現在、本学学生
５名が海外協定校の授業を
受講中

モンタナ大学とのVirtual Exchange Program

Be Global プロジェクト コロナ禍における新たな国際教育
モデル構築への取組（2020年4月～）

オンライン海外留学
 オンライン短期派遣プログラム

 Virtual Exchange Program

 2020年夏に２プログラム（26名）を主催、実施。
 海外大学との教育内容の綿密な連携もあり、
学生満足度は９割と非常に好評。

 2021年春５プログラムを主催、実施予定。

オンライン短期派遣プログラム（米国プログラム参加者アンケート）

【プログラム全体の満足度】

とても
満足

60％
満足

30％

普通
10％

【参加学生の声(Voice)】
• 家にいながら米国の学生とディス
カッションできたり、街並みを案内
してくれ、実際に訪れたような気分
になった。

• 現地に行っていない分、時間的にも
金銭的にも参加しやすかった。

• 英語に関するスキルが向上できた。



APRU
(Association of Pacific Rim Universities)

Virtual Student Exchange Program

10か国18大学が参加表明

アメリカ
４大学

メキシコ

エクアドル

チリ

日本

韓国

タイ

中国

インドネシア

オーストラリア

１大学

１大学

１大学１大学

１大学

１大学

３大学

１大学

４大学
（東北大を含む）

APRU Virtual Student Exchange Program

セメスターを
通じて履修
（単位互換可）

追加授業料
なし

13大学から
約80科目を

提供自宅にいながら
海外留学

 環太平洋強豪校による オンライン交換留学 プロジェクト。(2020.8月開始）
 学生はホスト大学の提供する講義を リアルタイムでオンライン受講 。
 各大学が実施する オンライン交流イベントや公開講座へも参加 可能。



Be Global プロジェクト コロナ禍における新たな国際教育
モデル構築への取組（2020年4月～）

オンラインで留学生と共に学ぶ
 オンライン国際共修
（国内先駆的取組）

 2020年度１学期から、オンラインによる新しい形の
「国際共修ゼミ」をスタート

 1学期、本学留学生のほか、米国、カナダ３大学から
留学生を招き２クラス開講。3大学の学生が協力して
リサーチした結果をグループごとに発表

 ２学期も、本学留学生のほか、北米のほか豪州の留
学生も招き継続的に実施。

 日本にいながら世界各国の留学生とともに学ぶ国際
共修クラスを展開中

オンライン国際共修授業を実施中の末松教授（グローバルラーニングセンター）

国際共修サポーターによる授業支援

• オンライン国際共修授業を円滑に推進するために、学生による国際
共修サポートチームを結成

• 国際共修科目の履修経験者（10名以上）から成るサポートチームが、
国際共修を実践する教員を学生視点で補助



国際共修実践例：オンライン公開発表会

• 国際共修授業の一環として、学生たちが制作した「漫才」を披露する
イベントを2021年7月14日にオンラインで開催

• 国際共修授業イベントには、授業を履修する32名の学生のほか、総勢
86名が出席

• 学生たちは７グループに分かれ、一学期間かけて、ネタ作り、出演、
演出、撮影、編集などに取り組み、その成果を披露

• コミュニケーション上のすれ違いなどをテーマとした「漫才」作品を
公開した後、制作にあたって工夫した点、言語や文化背景の異なる仲
間との協働の意義などをインタビュー形式で発表

• 授業は吉本興業とのコラボレーションにて実施

終始笑顔の絶えない発表イベントとなりました

2021年7月14日開催オンライン公開発表会
ー テーマ：「漫才」 ー



学生主体のキャンパス環境整備

派遣留学

グローバルキャンパス
サポーター



同窓生（経済学部卒 菅井脩さん）

• 山形県立山形南高等学校 卒業
• 経済学科経営学部 卒業
• カリフォルニア大学へ交換留学
• グローバルキャンパス・サポーター
• 国際協力銀行 入行
• OBとして在校生向けセミナー開催



4年間を通してグローバル人材に成長

留学生との
国際共修授業

交換留学
満喫中

卒業後も後輩
を支援



卒業生 （経済学部卒 菅井脩さん）



ニューノーマル時代を見据えた国際教育の姿
【今後は？】
ブレンデッドな
国際教育へ



ご清聴ありがとうございました
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